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　2020年度後半から適用されている米国証券取引委員会
（SEC）による人的資本の情報開示義務化は，日本の証
券取引所でも取り入れられる可能性が高くなっていま
す。時期を同じくして，日本でも2020年9月に経済産業
省が「持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研究
会 報告書」を発表しました。いわゆる「人材版伊藤レ
ポート」です。環境変動の激化とともに，社会の持続可
能性について言及しなければいけないことが増えていま
す。同様に，会社の「人的資本」がどのような状態にあ
るかを明らかにし，自社の持続可能性，企業価値の高さ
を内外に証明する必要にも迫られています。ただ，実際
に人的資本の情報開示を進めている企業ではまだ試行錯
誤の域を出ていないようです。現時点では，2018年に発
表された国際規格としてのISO30414が，標準的な指針
となっていますが，その内容は網羅的で，どこまで対応
すればよいかが見えづらくなっています。そこで本稿で
は，現時点での人的資本開示に対する考え方と，具体的
な対応について一定の方向性を示します。この課題への
対応は，ヒトの面から企業価値を高めるアクションにな
りますので，上場・非上場を問わず経営人事戦略策定の
参考になるはずです。まず自社の人的資本の状況の確認
から始めましょう。 （著者）
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